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3. 解説：ITサービスの「終わりの始まり」 

～ Evernote から学ぶデジタル情報管理の自衛策 ～ （日本専門家活動協会 芝原靖典） 

2025 年 12 月、長年愛用してきたノートアプリ「Evernote」から、突然の大幅値上げ通知が届

いた。年額でおよそ 2 倍、円安も加味すると実質 41,000 円超という衝撃的な金額である。こ

の体験は、外資系 IT サービスに依存することのリスクを正面から考え直す契機となった。 

本稿では、約 3 万件のノートを Evernote から移管した「移行奮戦記」を通じて、デジタル情

報管理における自衛策を解説する。 

(1) 突然の「2倍値上げ」通知──外資系 ITサービスのリスク 

2025 年 12月初旬、Evernote から届いたメールには、2026 年 1月 23日付で Personal アカウン

トが自動的に「Advanced プラン」へ移行し、年額 249.99 ドルが請求されるとあった。前年の

更新額は 129.99 ドルだったため、ドルベースで約 1.9 倍、円安（1 ドル 165 円換算）も重な

り、円ベースでは約 2倍の 41,000 円超となる。 

出典：mailに記載されていた比較表 

注：Advancedプランへの自動移行に注意。ヘビーユーザーはStarterでは事実上不足。 

更新日までにデータ移行が間に合わなかったため、やむなく更新。その後、じっくりと移行作

業に取り組むことになった。 

 (2) Evernote25 年の歴史と「迷走」 ─なぜ値上げは繰り返されるのか 

直近（2025年 7月〜）のプラン再編・再値上げは以下の状況である。 

旧プラン名 新プラン名 改定前（年額） 改定後（年額） 倍率 

Free Free（継続） 無料 無料 — 

Personal Starter 

ノート 1,000 個まで 

9,300 円 約 7,000〜10,000 円 — 

Personal Advanced 

自動移行先 

9,300 円 17,899 円 約 1.9 倍 

Professional Advanced 12,400 円 17,899 円 約 1.4 倍 

Teams Enterprise 公開価格あり 要問い合わせ 非公開化 
※ Personalから新 Starterへ移行すると一見値下がりに見えるが、ノート数1,000個の上限があり、 

ヘビーユーザーは事実上Advancedへの移行（値上げ）を強いられる仕組み。 

Evernote は 2000 年代初頭の創業以来、「第二の脳」として世界中のユーザーに愛されてきた。

日本では米国に次ぐ第 2 位の市場となり、2010 年には日本語版サービスが開始された。しか

 スターター アドバンスド 

コンテンツ 

最大 1,000のノート、20のノ

ートブック、1,000 の添付ファ

イル 

無制限*のノート、ノートブッ

ク、添付ファイル 

スペース 最大 10のワークスペース 最大 12,000 のワークスペース 

タグ 最大 100のタグ 最大 100,000 のタグ 

ストレージ 最大 1 GB 無制限* 

同期されたデバイス 最大 3つのデバイス 無制限* 

接続されたカレンダー 最大 5つのカレンダー 最大 5つのカレンダー 
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し 2015 年以降、IPO（株式上場）の失敗、コア事業以外への多角化路線の行き詰まり、相次ぐ

CEO交代と大規模レイオフが続いた。 

2022 年にはイタリアのスタートアップ「Bending Spoons」が買収。以来、2023 年・2024 年・

2025 年と立て続けに料金改定が行われ、実質的な無料利用が不可能な水準にまで引き上げら

れた。2024年には日本法人も解散し、ユーザーの不安と離脱が加速している。 

今回の経験は、外資系 IT サービスを利用することの本質的なリスクを浮き彫りにした。サー

ビスの価格設定はユーザーの意思とは無関係に変更され、長年蓄積したデータは「人質」に近

い状態となりうる。現在の AI 市場は桁違いのスピードと資金の流れが生じており、今後も同

様の事態は各サービスで起こりえる。 

(3) Notion への移行──苦闘の 2週間 

まず移行先として選んだのは「Notion」。AI に相談すると移行先として強く推薦されたため

である。しかし、Evernote に蓄積された約 70 のノートブック・約 3 万件のノートの移行は、

想像以上の困難を伴うものだった。 

① 初期の誤作業と正しい手順の発見 

最初の 1 週間、AI（Gemini）の誤った案内に従い、ENEX ファイルへの変換やノートブックの

分割準備作業を行ったが、これは後に無駄な作業と判明（Claude）。ENEX ファイルのインポ

ート機能は現在の Notion にはなく、Evernote のノートブックを Notion に直接インポートす

る機能が存在し、1 つのノートブックあたり 5,000 件程度まで対応可能であることがわかった。 

② 実際の移行で発生した問題 

本格移行では、複数のノートブックを一気にインポートしようとすると途中で失敗することが

多発した。原因の一つは PC のスリープ（自動休止）による処理中断。また、Notion の無料プ

ランでは 1ファイルあたり 5MB の上限があり、これを超えるファイルは取り込めない。失敗し

た DBを削除してやり直す作業を繰り返し、全移管完了まで約 2週間を要した。 

(4) Joplin への移行──驚異の 10時間完了 

Notion への移行後、無駄になった ENEX ファイルを活用して「Joplin（ジョプリン）」にもデ

ータを移してみた。Joplin は 2017 年にリリースされたオープンソースのノートアプリで、



 

Japa Newsletter 2026/06/01 ＃75                                            7 

「Evernote の思想を継承しつつ、プライバシー重視に純化させたテキスト管理システム」と

も評される。 

移行手順は非常にシンプルである。Evernote でノートブックを ENEX 形式でエクスポートし、

Joplin アプリでその ENEX ファイルをインポートするだけ。ENEX ファイルはすでに用意できて

いたので、順次、流し込む。エラーは一件も発生せず、全ファイルの移行が約 10 時間で完了

した。Notion の 2週間と比べると、その差は歴然である。 

（5）Joplin と Notion を使い分ける──2つの設計思想 

移行を終えて気づいたのは、Joplin と Notion は「競合する代替品」ではなく、設計思想がま

ったく異なるツールだということである。 

Joplin はユーザー自身がデータを管理する「ローカルファースト」の思想を持つ。データは

自分の PC に保存され、同期先も Nextcloud・Dropbox・OneDrive など自由に選べる。E2EE（エ

ンドツーエンド暗号化）を有効にすればクラウドプロバイダーですら内容を閲覧できず、機密

性の高いリサーチや知的生産物の保管に最適である。無料。 

一方で Notion は、チームでの情報共有・タスク管理・データベース活用を得意とする「クラ

ウドネイティブ」なプラットフォームである。組織的な利用や、AI ツール（NotebookLM や

Claude 等）との連携を視野に入れるなら、Notion の設計思想はより適している。基本、無料。 

更新停止予定の Evernote の完全アーカイブは Joplin に、既存データを含め、新規データは

Notion で運用する情報基盤整備が整った。これからは Notion らしいデータベース活用、AI ツ

ールとの連携にも取り組んでいける。 

(6) 移行奮戦記から得た教訓 

約 3週間の「移行奮戦記」を振り返ると、以下の教訓が浮かび上がる。 

① IT サービスへの依存リスク（サービスの価格設定はユーザーの意思と関係なく変更され

ること）を認識することである。重要なデータは、複数のプラットフォームに分散して管

理するリスク分散が不可欠である。 

② AI への過信は禁物ということである。移行手順について AI に相談したが、誤った情報を

提供された。事前に、複数の AI に確認を取り、正確な情報を見極める力が不可欠である。 

③ オープンソース・ローカルファーストの選択肢を評価することである。Joplin のように、

データ主権がユーザー自身にあるツールは、サービスの値上げや終了に左右されない長期

的な安定性を提供する。 

[参考] 

 Evernote 公式サイト 料金プランページ https://evernote.com/compare-plans 
 Notion 公式サイト https://www.notion.com/ja 
 Joplin 公式サイト https://joplinapp.org/ 

補：本解説の参考資料等はhttps://shikumi-gunzo.hatenablog.com/、バックナンバーはhttps://www.japa.fellowlink.jp/column 


